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 先程、たくさんの表彰を行ったように、この夏休み中にもそれぞれの得意を生かして、結

果に結びつけた生徒の皆さんがたくさんいました。ほんとにおめでとう。よくがんばったな

あ。心から喜んでいます。補修の学習に頑張っていた人もいましたね。なかなか残酷な暑

さの中、部活動に日々汗を流した生徒の皆さん、自分の所属するチームで活躍した人もた

くさんいると感じています。 

 

 この夏の前に変身する何かをということでお話ししました。人が変わろうとする時、その

スイッチを押すのは自分だと思うのです。人生の先輩として、そのタイミングを間違える

な！と思うのです。このことは 2学期が始まっても変わることではありません。 

ぜひぜひこの 2 学期にもここが自分は変わり所だ。ここで 1.01 でもいいんですね。これは

今年は言い続けますが、ほんの少しほんのちょっと頑張ってみる。友達の変身に拍手を送

りながら、決して踏み躙るようなことなくみんなが土居中魂に裏打ちされた歩みを続けてほ

しいと思います。これが自分を自分たちをより良く変えていくきっかけになるのだと思いま

す。 

 

 2 学期には自分を鍛え、自分を変えていけるそんなきっかけになる行事がたくさんありま

すね。 

早速この 9月 17日には体育祭があります。コロナを抜け、中学生の君たちのこの時期、思

いっきりやれるはずだったことが戻ってきています。その中で体験することを通していろん

なことを学ぶのだと思います。 

つくづく学校は体験する場所だと思います。 

体の全部を使って体験すること、これは決して忘れない力となります。見えない学びです。 

テストされる事は無いけれどとても生きる力になると確信してます。 

リーダーを務める人にとってはそれが大きくと思う小さくても人をまとめたり人にうまく伝

えて、場合によっては相手が怒らないように注意したり、促したり難しいね。これは、大人に

なってもとても難しい。 

クラスの仲間と共に一つの目標に向かって走りぬけること。クラスで盛り上がること。 

運動の苦手なものや、疲れて体調の悪いものなどにも声をかけながら一緒に頑張ること。

暑い日差しを肌で感じたり、友達の呼吸を感じ取って動くこと。うれし涙を一緒に流したり、

くやしい涙を一緒に流してなどなど。 

ワクワクしますね。そんな感動がいっぱい待っているのが 2学期だと思っています。 

そんな経験をこの 2学期も友とつながり、先生方とも一緒に創っていきましょう。 

 

 1学期の皆さん、それから部活動に対する姿勢、そんなものを見ていて、土居中の皆さん

は、本当に、真面目に真剣にそれぞれの学びや自分で決めた部活動に励んでくれていると

思っています。結果も出してますね。素晴らしいです。 



もう一つみんなには 2学期になったんだから、もう一つ欲を出をせ！と言いたい。 

それは、どうせ真面目に授業を受けるのなら、力のつく授業の受け方を工夫すればいいじ

ゃないかということです。 

どうせノートまとめ、大切に問題を解いていくのなら、入試や将来の自分にしっかり残って

いくような、そんな勉強を工夫せよ！！ 

どうせ宿題課題をやるのであれば、やっつけるのではなくて、力のつく方法、自分の頭にし

っかり残って、単刀直入に言うと、テストの点にまでつながっていくようなそんな学習を工

夫すべきと思うのです。ググッと伸びる。 

授業回っていて、皆さんのノートを拝見すると、3 年生のノートなどは本当によくまとまって

いて、そこには色つきの LINE が入っていたり、場合によっては吹き出しが入っていたり、こ

こが出るぞって言う印が入っていたり、先生の話が右上にはまとめられていたり、こんなノ

ートを見ているとテスト前に思い出しやすいだろうなぁ。先生の話からそこの知識が出てき

て、そういう人はその事は入試の時にも思い出すんだろうと思います。 

家で勉強していて、冬場ココアをこぼしてしまったことがあって、問題集にココアの色のつ

いたページがありましたが、その時のここはページはとってもよく覚えていたりしたことも

あるんです。書いて覚えるのが得意な子もいて、私なんかは 1 人立ち上がって、自分を生

徒に先生になったつもりで教えるようなことをして覚えていたこともあります。こんなふうに

人に教える気で勉強すると覚える。そんな人もいるでしょ。ここは工夫次第ですね。あなた

は自分の学び自学をどう見つけていきますか？このやり方をしたらとってもよく覚えてたり、

このやり方をしたらとってもテストで点が伸びたり、そんな実感があるとそのやり方を工夫

する気になって、学びがとっても面白くなってくるそんなふうに思います。結果につながる

学びをみんなで工夫してみませんか？そんなやり方の交流みたいなものはあってもいい

なと私は思っています。互いに力のつく学習方法を工夫しよう。そんなそれこそ多様性の

いっぱいある自分の学び方、それを互いに認め合って、友の学習の伸びに、拍手を送り合

う。そんな毎日の学びを続けていってほしいと願っています。 

 

この 2 学期経験で自分を伸ばす。そして自分の学び、「自学」はみんなで見つけていくこと

を期待しています。先生方も変わらずバックアップしたいと思います。がんばりましょう。 

 

令和 5年 9月 1日 土居中学校校長 合田 泰之 


